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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜全体連絡事項＞

· PHSの病棟番号表示の並び替えを行う予定です。前回のように、一旦PHSを預かる予定ですので宜しくお願いします。

· ６/２４(金)17:30からユーティリティーにて「SST勉強会」を行う予定です。今回のテーマは“目標設定の仕方”です。実際に事例を挙げて行いますので、是非参加しましょう。

· 今回の、昇格試験の結果は掲示しませんので、試験を受けた方は、各自総務で結果を確認して下さい。

· 先週、南病棟で行う予定だった「三上Ｄrの勉強会」が出来なかった為、今週の勉強会は南病棟のみの予定となり、他の病棟での勉強会はありません。

· 6/22(水)4時からパソコンサーバー・ｂｕｍｏｎ‐ｈｏｍｅにアクセスできなくなります。今後はＷizの『書類フォルダ』⇒『みんなの共有』の中に入っています。

管理日誌・カンファレンス記録・日用品発注・食事発注受けはデスクトップのショートカットフォルダに入っています。

· 以前、他科受診する際に、看護サマリーを提出している事がありました。正しくはソーシャルワーカー室で作成したサマリーの提出ですので、今後、間違いのないようにお願いします。

＜病棟連絡事項＞

· カンファレンス記録に『医事室』を『医事課』と記載がされていました。各部署名は正確に覚えましょう。全スタッフは、各部署名・室長・主任・副主任等をレポートにまとめ、室長に提出して下さい。

· 23日(水)より、横浜　亜希子看護師が勤務に就き、他病棟のローテーションが終了次第、西病棟の勤務となります。南山苑からの移動ですので、分からない部分はその都度教えていきましょう。協力して良いケアが行えるよう、一緒に勤務を行っていきましょう。

· 田野端　忠夫様～問診時に体のだるさを訴えられ6/22朝～リントン(1､5)２T→(0､75)　　　　　　　　２Tに減薬となっています。今後の体調の様子を本人に確認しながら、　　　　　　　　状態に変化はないか、観察していきましょう。本人、外出希望(スタ　　　　　　　　ッフ同伴)を出されています。こちらで、倦怠感の有無を問うと「な　　　　　　　　んも近いから大丈夫だ」と自分の状態の把握が出来ていない発言が聞　　　　　　　　かれています。本人の現在の状態を話し合い外出が出来る状態である　　　　　　　　のか考え検討していく予定です。

· 吉田　光良様～他患者様の状態不安定により部屋の交換をお願いし、快く了解され20　　　　　　　日より、24号室から27号室(4人部屋)に移動されています。今まで個室　　　　　　　同然での生活環境でしたが、4人部屋に移動し共同生活となるため、他　　　　　　　者との関わり方や、夜間の睡眠状況、ストレスを感じていないか等観察　　　　　　　し、共同生活を上手く行えるよう、関わっていきましょう。また、移動　　　　　　　の当日、濱谷正志様と口論となっていますが、スタッフの話し掛けには　　　　　　　笑顔で答えるなど、表面的には落ち着いているようです。依然として、　　　　　　　表情の硬さ、冴えなさがみられていますので、衝動行為にならないよう　　　　　　　見守り、不安や気にかけている事があれば、その都度話を傾聴していき　　　　　　　ましょう。

· 木部　房子様～現在、土日に外泊されていますが、ご本人より外泊を週2回(水・木)に　　　　　　　したいとの要求があり、主治医に確認し、プログラムに支障がでない範　　　　　　　囲で了解を得ています。明日、6/22日(水)16時～23日(木)9時　外泊予　　　　　　　定となっています。現在は自ら、他患者様へ話し掛けたり、スタッフへ　　　　　　　自分の思いを伝えたり、意欲的に行動する事ができてきています。今の　　　　　　　状態をご本人と話し合い、評価していきましょう。また、「母の亡霊が　　　　　　　出るの」と言動があり、後から「あれは夢でした」と言い直しています。　　　　　　　言い直した背景に、病状によって外泊出来なくなるのではという考えか　　　　　　　らの言動とも考えられる為、普段から言動には十分注意して観察し、何　　　　　　　のために入院しているのか改めて自覚して頂き、正直に話して頂けるよ　　　　　　　う関わっていきましょう。

＜新移棟患者様＞

· 庭野　弘樹様　41歳　　統合失調症　　H17､5､17　初入院　医療保護入院

主治医(川端)　　ソーシャルワーカー(高田)　　担当(濱谷・中村)

　　　　　

　　　　　　高校卒業後、上京し職を転々とされ、一時音信不通状態となる。H5からは自宅にて農家の手伝いを行い、H１４就職活動を促すが拒否的反応をみせ、自分はうつ病ではないかと話し、その頃より独語、被害妄想が出現、徐々に増強したため、受診を勧めるが強く拒否され、保健所、警察同伴で来院。治療に対する理解、合理的判断が出来ない状態であり、幻聴、被害妄想により、危険な行動を起こす可能性が考えられる為、急性期病棟・隔離室へ入院となっている。以後、状態の安定みられてきていることから療養環境変更となり、６/２０(月)西Bユニット２４号室へ移棟となっている。

　　　　　＜現在の状態＞

　　　　　　日課スムーズに行われ、異常体験に左右された言動はみられず、睡眠についても「良く眠れた」と話されています。困っている事について質問すると「便秘だけです」といわれ、水分摂取とマッサージを促していますが、夕方になり「部屋を移ったストレスでおしっこまででなくなった」と訴えてきています。暑さから多量の汗が見られているため、水分を取り、もう少し様子をみるよう伝えています。尿意はあると話されていますが、腹部の膨満感は見られず、病棟を代えたいとの発言も聞かれていません。各プログラムを通して病棟に慣れて頂き、他者との関わりがもてる様に関わっていきましょう。排泄の有無について確認し、水分摂取やマッサージを促し、腹部や身体状況の観察をしていきましょう。担当スタッフは、ケアプランの立案をお願いします。

＜SST評価・検討＞

Ａグループ～ローテーションの新スタッフが見学している中で実施しています。初対面の人と話すのは難しいと言われていますが、会話のポイントを把握されスムーズに会話につなげています。

Ｂグループ～「共同作業を頑張る」をテーマに会話につなげてセッションしています。

　　　　　　意見をそれぞれ出して頂き、意志の伝え方を話し合い、会話時のポイントとして、「明るい表情」をほぼ全員の方が、出来ていました。濱谷正志様が一方的に話し掛けてくる事がありますが、スタッフ介入し落ち着いて参加することできています。

Ｃグループ～「朝の挨拶」をテーマに相手の目を見て、笑顔で、はっきりと大きな声でをポイントにセッションしています。ローテーションの新スタッフが見学している中で実施していることもあり、普段より緊張される方と、いつも以上に頑張っている方がみられています。全体的に、ロールプレイが終わると全員で拍手するなど、明るい雰囲気で行えています。

Ｄグループ～菅井様外泊のため欠席されています。他７名欠席なく参加されています。ウォーミングアップでは患者様から何をしたいか伺う特にないとの事で、スタッフ側で「父の日の思い出」について伺っています。曽我様は父がいる居ないについて的外れな発言聞かれています。又、他者が発表中、鼻で笑う事や、冴えない表情、他者やスタッフと視線を合わせる事ありません。清水様はロールプレイを上手に行うことでき評価しています。

Ｅグループ～ウォーミングアップ（父の日に何をしてあげたか？）で、兼田様が「酒を買ってあげた」と発言した際に、山口様が「あたって殺すために買った」と冗談で話され、兼田様が「はぁ？聞こえねぇ、はっきり喋れ」と怒鳴る事ありスタッフ介入しています。山口様は兼田様に謝る事なく笑っているため、他者に失礼な事は言わない様にと声掛け行っています。テーマ（大きな声で部屋の人に挨拶する）でのモデリングでは皆様、挨拶以外に天気の話や今日一日頑張りましょうと一言つけ加える事ができ、上手に行っています。全体的に自分の短期目標を覚えており、「出来ました」と既に評価されている方もいます。山口様は他者の話を聞けず「○○した方がいいんじゃない？」と話されるため、平様・兼田様とも表情硬くされています。次回も山口様に関してはその都度声掛けを行っていき場の雰囲気を悪くさせない様な関わりが必要だと思われます。

Ａユニット～木部様が今回からの参加となっています。ウォーミングアップ時、蛯名様が「肩が痛くて立つ事も出来ない」と話し１人だけ座っており場の雰囲気を悪くしてしまう事ありますが、後半は参加する事出来ています。本田様はうつむき閉眼しており、声掛けに対しても「起きてます」と口調強める事があります。蛯名様・木部様は話し始めると切り上げる事出来ず、なかなか次へ進めていく事が難しく、蛯名様へは今日の自分は良かったのか振り返ってみるよう伝えています。

※SST担当スタッフより

· 短期目標を設定する際に、「○○を頑張る」等目標設定している方がいますが、SSTでは、他者とのコミュニケーションの取り方を勉強して頂く場であるため、会話を中心としたコミュニケーションにつながる短期目標を設定して下さい。

· 来週のSSTは総括になります。自己採点して頂く際は、点数を発表するだけでなく、何故その点数になったのか、足りない部分はどこだったのか、振り返って頂き、次の目標につなげていって下さい。また、低く評価されている方へは、良かった部分を他の患者様と一緒に本人に伝え、自信に繋げられ様な関わりをし展開していきましょう。

　　　　　　

